
 

 

 

 

 

  

 

   令和２年度第２回博・学連携研究委員会議の報告 

 

開催日：令和３年２月 19 日（金） 15 時 30 分～ 

会 場：花巻市博物館 講座・体験学習室 

出席者：博・学連携研究委員８名 

    博物館職員：館長他７名 

 

高橋信雄館長あいさつ（要約）            

  棚橋源太郎のオブジェクトレッスン（スイスの 

教育学者ペスタロッチの物を通じて教育をしてい 

こうという理論）にもとづく実物，これが博物館の強みです。博物館の持っている  

物をうまく役立てて児童・生徒を教育してほしい。 

  今まで 10 何年博・学連携をやってきているが，同じことだけをやるのではなく，  

 よりよい活用方法について話し合って欲しい。 

 

菊池啓志委員長あいさつ（要約） 

  お忙しいところありがとうございます。 

今日は，今年度の推進のまとめと来年度 

の計画ということですので，博・学連携 

について忌憚のない御意見をたくさん出 

していただきたいと思います。  

 

今年度の花巻市内の小・中学校の利用状況について 

１ 見学での利用 

 ９月 24 日 花巻小学校５年生 常設展示と企画展示を見学 

                見学前にそれぞれの展示の解説を受けました。 

 11 月 11 日 若葉小学校６年生 常設展示と企画展示とを見学 

                ３学級が３つの見学先をローテーション 

 11 月 2８日 笹間第一小学校  常設展示と企画展示を見学 

                最初に常設展示の縄文時代と花巻城の解説を受け， 

その後２ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれて常設と企画を見学 

 11 月 27 日 湯口小学校６年生 常設展示を見学し，見学後講座室でまとめを実施 

 ２月 16日 東和小学校５年生 常設展示と企画展示を見学 

                ２つの学級が成島和紙工芸館と博物館とを交代し 

て見学 

花巻市博物館 第２０７号 

令和３年３月 18 日 花・学連携だより 



 ２月 22 日 新堀小学校３年生 博物館で「昔の道具とくらし」の講座を受けた後 

               常設展示と企画展示を見学 

２ 出前授業の利用 （プログラム毎の利用状況） 

（１）縄文時代の暮らし     小学校 ４校（６年生） 

（２）戦争と花巻空襲      小学校 ２校（６年生），中学校１校（１年生） 

（３）昔の道具とくらし     小学校１５校（３年生） 

（４）花巻人形         中学校１校（特別支援学級） 

（５）花巻城址ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ     小学校１校（５年生） 

３ 実物資料や視聴覚資料の活用 今年度はありませんでした。 

令和３年度博・学連携推進計画 

１ 研究委員会議や研修会 

（１）令和３年度第１回博・学連携研究委員会議   令和３年 ６月 １日 

（２）令和３年度博・学連携推進研修会       令和３年 ６月 １日 

 ※（１）と（２）は研究委員会議で６月２日で承認されましたが，花巻市文化会館改修工事のため，  

  花巻市団体鑑賞（小４～６①）が新たにこの日に入ったので，６月１日に変更します。 

（３）令和３年度博・学連携先進施設視察研修    令和３年１１月１２日 

 ※８月末時点で視察先施設や花巻市博物館が新型コロナウイルス感染拡大防止等のため閉館してい 

  る場合は中止とします。   

  ※この日に，例年ならすでに終了している市文連のステージ発表が入ってきましたが，中学校の県 

   新人大会や市文連発表への対応を考え，昨年度より施設研修を１０月下旬から１１月中旬に変更 

   したばかりでしたので，現在のところでは期日は変更せず，この日を予定しておきます。 

（４）令和３年度第２回博・学連携研究委員会議   令和４年 ２月１８日 

２ 博物館職員による学校訪問           ４月第３週ごろ 

３ 学校の見学の受入れ，出前授業・出前体験学習  実施 

４ 職場体験                   レベル２以下の期間受入れ 

５ ギャラリートークへの先生方の招待       実施 

６ 教育資料の貸出しと制作 

（１）縄文土器片やＤＶＤ資料の貸出しを行います。 

（２）「花巻人形カード」Vol.１の制作と「花巻人形カード」Vol.2 の試作を行います。 

７ GIGA スクールへの対応             オンライン授業等の研究 

 ------博・学連携をさらに推進させていくために研究員等から出された意見------ 

（教育委員会） 

・副読本に出てくるような資料を，子どもたちがタブレットで見られるようにしたり 

すると，授業で先生方も活用できると思う。 

（研究委員） 

・出前授業で本物に触れることができるのはとても良い。 

・本物を見られる機会を増やして欲しい。 

・先生方が博物館に有る資料を知ることが大切 

（博物館） 

・博物館のほうで子ども用に資料を紹介するページを作ることができれば連携が深ま 

ると思う。 

・教科書とリンクしたものの他に，花巻に特化したものを行うことも大切だと思う。 

・博物館の場所を知らない児童も結構居る。学校への情報提供や発信を努力する。 


